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と
に
多
様
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

立
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
。

本
論
は
、
民
主
主
義
体
制
に
お
け
る
司
法
部
門
を
政
治
学
が
ど
の
よ
う
に
扱
い
、
何
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

民
王
主
義
体
制
に
お
い
て
、
自
律
的
な
司
法
部
門
に
は
、
行
政
部
（
と
行
政
部
を
統
制
す
る
執
政
部
）
の
行
政
活
動
や
、
立
法
部
す
な
わ
ち

議
会
に
よ
る
立
法
活
動
の
合
法
性
・
合
憲
性
を
審
査
し
、
憲
法
や
法
令
に
反
す
る
行
政
・
立
法
を
無
効
と
し
、
個
人
の
権
利
や
法
秩
序
を
守

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
司
法
部
門
は
、
議
会
や
行
政
部
な
ど
他
の
政
府
部
門
を
監
視
・
抑
制
す
る
水
平
的
権
力
分

し
か
し
、
全
て
の
司
法
部
門
が
、
期
待
通
り
に
他
部
門
の
行
動
を
制
約
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
近
年
、
司
法
部
門
に
よ
る
議
会
や
行
政

部
に
対
す
る
実
質
的
な
自
律
性
・
権
限
の
程
度
を
指
標
化
す
る
試
み
が
多
数
な
さ
れ
て
い
る
が

(
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;
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)
、
こ
ゎ
か
ら
の
学9標
た
土
田
~
い
た
研
究
に
よ
る
と
、
司
法
部
門
が
政
府
の
他
部
門
に
対
し
て
実
質

的
な
制
約
と
な
り
う
る
程
度
、
い
わ
ば
司
法
部
門
の
権
力
分
立
関
係
に
お
け
る
「
強
さ
」
に
は
、
民
主
主
義
諸
国
に
限
っ
て
も
国
・
時
代
ご

で
は
、
民
主
主
義
体
制
に
お
け
る
司
法
部
門
の
「
強
さ
」
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
形
式
的
に
は

司
法
部
門
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
の
自
律
性
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
権
限
が
限
定
的
で
あ
れ
ば
、
司
法
部
門
は

残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

井

関

政
治
学
に
お
け
る
司
法
部
門
研
究
の
現
状
と
課
題
口

竜

也
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行
政
部
や
議
会
の
活
動
に
対
し
て
、
実
質
的
な
歯
止
め
と
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
司
法
部
門
が
十
分
な
自
律
性
と
権
限
を
有

し
て
い
た
と
し
て
も
、
司
法
部
門
が
他
の
政
府
部
門
に
対
し
て
挑
戦
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
司
法
部
門
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

議
会
や
行
政
部
に
有
利
な
判
断
を
下
し
続
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で
、
司
法
部
門
は
効
果
的
に
立
法
・
行
政
を
監
視

以
上
の
問
題
は
、
司
法
政
治
研
究
の
主
要
な
対
象
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
従
来
の
研
究
は
い
か
な
る
答
え
を
提
示

し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
、
司
法
政
治
研
究
の
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
既
存
の
研
究
が
蓄
積
し
て
き
た
知
見

第
一
節
以
降
で
具
体
的
に
検
討
す
る
通
り
、
司
法
政
治
研
究
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
司
法
部
門
と
他
の
政
府
部
門

―
つ
は
、
司
法
部
門
の
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
自
律
性
、
特
に
制
度
的
権
限
・
自
律
性
を
問
う
、

レ
ベ
ル
の
研
究
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
か
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
で
あ
る
。

マ
ク
ロ

一
定
の
制
度
設
計
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
制
度
下
で
司
法
部
門
が
個
別
の
争
点
に
対
し
て

以
下
、
本
論
文
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
節
で
は
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
蓄
積
を
概
観
し
た
上
で
、

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研

究
が
説
明
す
る
の
は
司
法
部
門
の
制
度
変
化
と
い
う
先
進
国
に
お
い
て
は
稀
な
現
象
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
一
定
の
制
度
設
計
下
で
の
、

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
司
法
の
行
動
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
続
く
第
二
節
で
は
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
に
つ
い
て
そ
の

蓄
積
を
概
観
す
る
。
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
で
は
、
司
法
部
門
が
自
ら
の
政
策
目
標
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
政
策
ア
ク
タ
ー
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
と
共
に
、
司
法
部
門
は
行
政
部
や
議
会
と
い
っ
た
他
の
ア
ク
タ
ー
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
制
約
の
下
で
可
能
な
限
り
自
ら

の
望
む
政
策
帰
結
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
戦
略
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え

第
三
節
で
は
、
司
法
部
門
は
い
か
な
る
条
件
の
下
で
他
の
政
府
部
門
の
行
動
を
実
質
的
に
制
約
し
う
る
の
か
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
を
提
示
す
る
。

と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

を
確
認
す
る
と
共
に
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

し
、
そ
の
活
動
を
阻
止
す
る
判
決
を
下
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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い
つ
司
法
部
門
は
行
政
部
・
議
会
の
活
動
を
制
約
し
う
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
―
つ
の
答
え
は
、
司
法
部
門
の
自
律
性
が
高
く
、

司
法
が
行
使
し
う
る
権
限
の
幅
が
広
い
と
き
に
、
司
法
部
門
が
行
政
・
議
会
の
強
力
な
歯
止
め
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え

ば
、
裁
判
官
が
試
験
採
用
さ
れ
司
法
部
門
内
部
で
昇
進
し
て
い
く
制
度
の
下
で
は
、
議
会
や
、
行
政
部
の
長
で
あ
る
首
相
や
大
統
領
に
政
治

任
用
さ
れ
る
制
度
に
比
べ
て
、
議
会
や
行
政
部
の
意
向
に
忠
実
な
裁
判
官
が
任
命
さ
れ
に
く
く
な
り
、
議
会
・
行
政
部
の
意
向
に
反
す
る
判

決
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る

(Fiorino
ほ
か
.
2
0
0
7
;
 
Padovano, 2
0
0
9
;
 
P
a
d
o
v
a
n
o
ほ
か
.
2
0
0
3
)

。

し
か
し
、
他
の
政
府
部
門
に
対
し
て
自
律
的
で
、
権
限
の
大
き
な
司
法
部
門
が
制
度
設
計
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
不
思
議
な
現
象

と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、
行
政
部
や
議
会
に
対
し
て
自
律
性
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
合
法
性
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
司
法
部
門

の
存
在
は
、
行
政
部
・
議
会
多
数
派
の
活
動
に
と
っ
て
大
き
な
制
約
条
件
と
な
り
う
る
。

て
司
法
部
門
を
創
設
し
、
そ
の
制
度
的
自
律
性
・
権
限
の
範
囲
を
決
定
す
る
の
は
、
基
本
的
に
は
議
会
多
数
派
の
側
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
こ
れ
に
加
え
て
行
政
部
の
長
で
あ
る
執
政
長
官
が
法
案
の
提
出
や
大
統
領
拒
否
権
と
い
っ
た
形
で
、
法
令
の
制
定
や
憲
法
改
正
に
関
与

す
る
こ
と
に
な
る
。
司
法
部
門
の
自
律
性
・
権
限
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
最
終
的
に
は
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
司
法

部
門
の
自
律
性
を
低
下
さ
せ
、
あ
る
い
は
権
限
を
縮
小
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
自
律
的
で
強
力
な
権
限
を
持
つ
司
法

(
1
)
 

部
門
に
よ
っ
て
自
ら
の
行
動
を
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
は
ず
の
議
会
・
行
政
部
が
、
な
ぜ
自
律
的
な
司
法
部
門
を
創
設
し
維
持
す
る
の
か
と
い

そ
こ
で
、

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
制
度
変
化
を
説
明
す
る
司
法
政
治
研
究
で
は
、
な
ぜ
自
律
的
な
司
法
部
門
が
創
設
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、

旦
創
設
さ
れ
た
司
法
部
門
の
制
度
変
化
は
な
ぜ
生
じ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
提
示
さ
れ
て
き
た
主
要
な
理
論
が
、

経
済
合
理
性
に
よ
る
説
明
と
、
政
治
的
競
争
に
よ
る
説
明
で
あ
る
。
以
下
、
司
法
部
門
の
権
限
・
自
律
性
を
規
定
す
る
制
度
的
特
徴
を
確
認

う
こ
と
自
体
が
、
解
明
を
要
す
る
問
い
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
法
令
や
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
5

制
度
設
計
の
理
由
と
そ
の
帰
結
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し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
共
に
、
本
論
の
関
心
に
即
し
て
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
説
明
が
持
つ
意
義
と
問
題
点
に

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
制
度
変
化
か
ら
司
法
部
門
の
他
部
門
に
対
す
る
「
強
さ
」
を
説
明
す
る
と
き
に
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な

制
度
の
下
で
司
法
部
門
は
実
質
的
に
政
府
の
行
動
を
制
約
し
う
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
司
法
部
門
が
ど
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
権
限
の
観
点
と
、
司
法
部
門
が
ど
の
程

度
政
府
か
ら
の
影
響
力
を
受
け
ず
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
自
律
性
の
観
点
か
ら
、

(2) 

門
は
よ
り
「
強
く
」
な
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ロ
司
法
部
門
の
権
限

い
か
な
る
制
度
設
計
の
下
で
司
法
部

司
法
部
門
の
権
限
、
具
体
的
に
は
司
法
部
門
が
判
断
を
下
し
う
る
事
項
の
幅
が
広
い
と
き
に
、
司
法
部
門
が
議
会
や
行
政
部
に
対
し
て
よ

今
日
の
民
主
主
義
体
制
に
お
い
て
、
政
府
の
活
動
が
法
律
・
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
以
上
、
そ
の
合
法
性
が
司
法
部
門
に
よ
る
判
断

の
対
象
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
権
限
に
つ
い
て
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
議
会
・
政
府
が
制
定
す
る
法
律
・
法
令
の
合
憲
性
を

判
断
し
、
憲
法
違
反
と
認
め
る
場
合
に
は
当
該
法
律
・
法
令
自
体
を
無
効
と
す
る
違
憲
審
査
権
の
有
無
、
形
式
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
議
会
主
権

(
P
貸
ll
目
1ent
s
o
v
e
r
e
i
g
n
t
y
)

の
原
則
が
多
く
の
民
主
主
義
国
家
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
司
法
部
門
が
違
憲

審
査
権
を
有
す
る
国
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
固
な
ど
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た

(
G
i
n
s
b
u
r
g
,
2
0
0
3
;
 
H
e
l
m
k
e
 &
 R
o
s
e
n
b
l
u
t
h
.
 2
0
0
9
)

。
今
日
で
も
、
イ

(
3
)
 

ギ
リ
ス
な
ど
、
制
度
化
さ
れ
た
違
憲
審
査
を
持
た
な
い
民
主
主
義
国
家
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
違
憲
審
査
権
を
持
た
な
な
い
司
法
制
度

り
強
力
な
制
約
条
件
と
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

つ
い
て
論
じ
る
。

司
法
部
門
の
制
度
類
型
；
自
律
性
を
規
定
す
る
制
度
的
特
徴
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受
け
た
カ
ナ
ダ
や
日
本
も
、
こ
の
類
型
の
代
表
例
で
あ
る
。

と
、
違
憲
審
査
権
を
持
つ
司
法
制
度
を
比
較
す
れ
ば
、
後
者
の
方
が
よ
り
制
度
的
権
限
が
強
い
司
法
制
度
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
今
日
で
は
違
憲
審
査
権
を
有
さ
な
い
民
主
主
義
国
家
は
例
外
的
存
在
で
あ
り
、
多
く
の
民
主
主
義
国
家
で
は
違
憲
審
査
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
違
憲
審
査
権
の
形
式
が
次
な
る
問
題
と
な
る
。

付
随
的
違
憲
審
査
と
抽
象
的
違
憲
審
査

違
憲
審
査
の
形
式
に
つ
い
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
付
随
的
違
憲
審
査
と
抽
象
的
違
憲
審
査
の
い
ず
れ
を
、
あ
る
い
は
両
方
を
認
め
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
付
随
的
違
憲
審
査
と
は
、
文
字
通
り
、
通
常
の
裁
判
に
付
随
し
て
あ
る
法
令
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る

制
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
付
随
的
違
憲
審
査
制
度
を
認
め
る
場
合
に
は
、
通
常
の
裁
判
の
な
か
で
一
方
当
事
者
が
、
あ
る
法
令
が
憲
法
違

反
で
あ
り
無
効
だ
と
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
当
該
法
令
の
憲
法
適
合
性
が
審
査
さ
れ
、
そ
の
法
令
が
違

憲
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
元
の
裁
判
で
も
当
該
法
令
は
判
決
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。

と
は
、
個
別
具
体
的
な
法
的
紛
争
が
起
こ
る
以
前
に
あ
る
法
令
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る
制
度
で
あ
る
。

一
方
の
抽
象
的
違
憲
審
査

第
一
の
類
型
は
、
司
法
部
門
が
付
随
的
違
憲
審
査
権
の
み
を
有
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を
と
る
国
の
代
表
例
は
、

マ
ー
ベ

リ
ー
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
件
を
通
じ
て
世
界
で
初
め
て
違
憲
審
査
権
を
確
立
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
影
響
を

一
方
、
第
二
の
類
型
と
し
て
、
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
み
を
有
す
る
と
い
う
制
度
も
想
定
さ
れ
る
。
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
み
が
制
度
化

さ
れ
て
い
る
場
合
、
通
常
の
裁
判
と
は
無
関
係
に
違
憲
審
査
が
行
わ
れ
る
た
め
、
憲
法
問
題
を
専
門
的
に
管
轄
す
る
特
別
裁
判
所
と
し
て
、

憲
法
裁
判
所
が
別
途
設
置
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
（
Stone,
2
0
1
2
)

。
こ
の
類
型
に
属
す
る
例
と
し
て
、
世
界
最
古
の
憲
法
裁
判
所
で
あ
る

設
立
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
二

0
0
八
年
の
憲
法
改
正
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
も
、
こ
の
類
型
に

属
す
る
。
二

0
0
八
年
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
よ
う
に
、
あ
る
法
律
が
成
立
す
る
以
前
に
、
議
会
で
法
律
案
が
審
査
さ
れ
て
い
る
段
階
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提
訴
権
者
の
範
囲
1

違
憲
審
査
へ
の
ア
ク
セ
ス

合
意
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

の
と
な
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

違
憲
審
査
を
担
当
す
る
部
門
を
置
く
例
も
み
ら
れ
る
。

一
方
の
み

で
違
憲
審
査
を
行
う
場
合
に
は
、
司
法
部
門
が
議
会
に
お
け
る
第
二
院
（
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
二
院
制
を
と
る
場
合
に
は
第
一
二
院
）
と
し
て
機
能
す

る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
Stone,
1
9
9
2
)

。
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
挙
げ
た
二
か
国
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
近
年
で
は
、
第
二
の
類
型
か
ら
付
随

的
違
憲
審
査
権
と
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
両
方
を
有
す
る
第
三
の
類
型
に
移
行
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。

第
三
の
類
型
が
、
付
随
的
違
憲
審
査
権
と
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
双
方
を
制
度
化
し
て
い
る
司
法
部
門
で
あ
る
。
二
つ
の
違
憲
審
査
権
を

共
に
有
す
る
司
法
部
門
が
登
場
し
た
の
は
第
二
次
大
戦
以
降
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
や
イ
タ
リ
ア
憲
法
裁
判
所
が
そ
の
代
表
例

で
あ
る
。
こ
の
類
型
の
場
合
、
抽
象
的
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
た
め
、
第
二
の
類
型
と
同
じ
く
、
憲
法
裁
判
所
が
別
途
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
所
第
四
法
廷
が
違
憲
審
査
権
を
担
当
す
る
コ
ス
タ
リ
カ
の
よ
う
に
、
通
常
の
司
法
裁
判
所
内
部
に
抽
象
的

こ
の
中
で
最
も
司
法
部
門
の
権
限
が
強
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
付
随
的
違
憲
審
査
権
と
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
双
方
を
有
す
る
第

三
の
類
型
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
第
一
の
類
型
と
第
二
の
類
型
で
は
い
ず
れ
の
制
度
下
で
司
法
部
門
の
政
府
に
対
す
る
制
約
が
よ
り
強
力
な
も

少
な
く
と
も
、
付
随
的
違
憲
審
査
権
と
抽
象
的
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
第
三
の
類
型
が
最
も
権
限
の
強
い
司
法
制
度
で
あ
り
、

を
有
す
る
第
一
と
第
二
の
類
型
が
そ
れ
に
続
き
、
違
憲
審
査
権
を
有
し
な
い
場
合
が
最
も
権
限
の
弱
い
司
法
制
度
で
あ
る
こ
と
に
は
、
広
い

次
に
、
違
憲
審
査
権
の
類
型
と
関
係
し
て
問
題
と
な
る
の
が
、
誰
が
違
憲
審
査
を
求
め
て
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば

違
憲
審
査
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
こ
ま
で
広
く
認
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
私
人
に
違
憲
審
査
の
請
求
を
認
め
る
制
度
が
あ
る
一
方
で
、

国
と
地
方
政
府
、
国
の
機
関
、

一
定
数
以
上
の
議
員
な
ど
、
特
定
の
主
体
に
し
か
違
憲
審
査
の
請
求
を
認
め
な
い
制
度
も
存
在
す
る
。
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は
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
表
l
か
ら
は
省
略
し
た
。

審
査
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
最
も
開
か
れ
た
制
度
と
い
え
る
。

に
は
違
憲
審
査
の
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

違
憲
審
査
権
と
の
関
係
で
考
え
る
と
、
付
随
的
違
憲
審
査
権
の
み
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
場
合
、
違
憲
審
査
は
通
常
の
裁
判
内
で
あ
る
法

令
の
違
憲
性
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
す
る
た
め
、
違
憲
審
査
の
請
求
は
訴
訟
を
提
起
し
た
あ
ら
ゆ
る
私
人
に
可
能
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
先
に
も
挙
げ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
カ
ナ
ダ
、
日
本
が
そ
う
で
あ
る
。

一
方
、
抽
象
的
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
第
二
の
類
型
で
は
、
違
憲
審
査
を
提
訴
で
き
る
主
体
が
問
題
と
な
る
。
第
二
の
類
型
に
属
す
る
例

と
し
て
二

0
0
八
年
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
、
設
立
当
初
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

両
方
の
違
憲
審
査
権
を
制
度
化
し
た
第
三
類
型
の
場
合
、
付
随
的
違
憲
審
査
に
つ
い
て
は
一
般
私
人
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
両

方
の
違
憲
審
査
制
度
を
有
す
る
国
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
、
二

0
0
八
年
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
国
で
は
い
ず
れ
も
、
抽
象
的
違
憲
審
査
の
提
起
を
一
定
の
主
体
に
制
限
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
一
般
の
私
人

が
抽
象
的
違
憲
審
査
を
請
求
す
る
制
度
を
有
し
て
お
り
、
付
随
的
違
憲
審
査
・
抽
象
的
違
憲
審
査
の
双
方
を
私
人
に
対
し
て
開
い
た
、
違
憲

各
類
型
の
中
で
比
較
す
れ
ば
、
違
憲
審
査
を
請
求
で
き
る
主
体
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
に
比
べ
て
、
私
人
が
違
憲
審
査
を
請
求
で
き
る
場

合
の
方
が
、
司
法
部
門
の
権
限
は
強
力
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

(
G
i
n
s
b
u
r
g
,
2
0
0
3
)

。
と
い
う
の
も
、
司
法
部
門
は
外
部
か
ら
訴
訟
を
提
起

さ
れ
て
初
め
て
判
断
を
下
す
こ
と
の
で
き
る
受
動
的
性
格
を
有
す
る
た
め
、
訴
訟
提
起
権
者
の
幅
が
広
い
ほ
ど
、
実
際
に
司
法
部
門
が
判
断

(
4
)
 

す
る
こ
と
の
で
き
る
問
題
の
幅
が
広
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
政
府
に
対
す
る
制
約
も
強
力
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
違
憲
審
査
権
に
関
す
る
問
題
を
軸
に
、
司
法
部
門
の
制
度
的
権
限
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、

司
法
部
門
の
制
度
類
型
は
表
1
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
み
を
有
す
る
類
型
は
今
日
で

一
方
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
私
人
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表l 違憲審査権と提訴権者の類型

違憲審査権の有無 違憲審査権なし 違憲審査権あり

違憲審査権の類型 付随的違憲審査のみ 付随的違憲審査＋抽象的違憲審査

提訴権者 一般私人可 付随的違憲審査権 両方とも一般私人可

のみ一般私人も可

具体例 イギリス アメリカ合衆国、カ イタリア、フラン ドイツ

ナダ、日本 ス（二00八～）

段
が
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
表
の
う
ち
、
左
端
に
位
置
す
る
違
憲
審
査
権
を
有
し
な
い
類
型
が
最
も
制
度
的
権
限
の
弱
い
司
法
制

度
と
い
え
る
。
次
い
で
、
付
随
的
違
憲
審
査
権
の
み
を
有
す
る
類
型
が
存
在
す
る
。
そ
の
次
に
位
置
す
る
の

は
、
付
随
的
違
憲
審
査
権
と
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
両
方
を
有
す
る
類
型
で
あ
る
。

付
随
的
違
憲
審
査
権
と
抽
象
的
違
憲
審
査
権
の
双
方
を
有
す
る
類
型
で
は
提
訴
権
者
の
範
囲
が
問
題
と
な

る
。
付
随
的
違
憲
審
査
の
み
一
般
私
人
に
も
提
訴
が
可
能
で
抽
象
的
違
憲
審
査
は
特
定
の
主
体
に
限
ら
れ
る

制
度
と
、
両
方
と
も
一
般
私
人
が
提
訴
可
能
な
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
両
方
の
違
憲
審
査
権
を
持
ち
、
両
方

と
も
一
般
私
人
に
提
訴
可
能
な
場
合
、
最
も
制
度
的
権
限
が
強
い
類
型
と
い
え
る
。

; 

司
法
部
門
の
「
強
さ
」
を
規
定
す
る
も
う
―
つ
の
制
度
的
側
面
が
、
司
法
部
門
の
自
律
性
で
あ
る
。
た
と

え
広
範
な
権
限
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
権
限
の
行
使
に
あ
た
っ
て
行
政
部
や
議
会
の
影
響
が
強
く
及
ん

で
い
る
場
合
、
行
政
部
や
議
会
の
意
向
に
反
し
た
判
決
を
下
す
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な

制
度
的
特
徴
が
、
司
法
部
門
の
自
律
性
を
規
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
行
政
部
や
議

会
が
司
法
部
門
に
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
行
政
部
や
議
会
の
側
に
は
ど
の
よ
う
な
制
度
的
手

司
法
権
の
自
律
が
広
く
規
範
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
現
代
の
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
、
行
政
部

を
統
制
す
る
執
政
部
や
、
議
会
多
数
派
が
、
司
法
部
門
に
直
接
影
響
力
を
行
使
す
る
制
度
的
手
段
は
、
決
し

て
多
く
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
官
僚
制
研
究
と
対
比
す
る
と
理
解
し
や
す
い
。
官
僚
制
研
究
の
体
系
的
レ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
曽
我
（
さ
1
6
a
,
2
0
1
6
b
)

は
、
議
会
や
執
政
長
官
が
官
僚
制
を
統
制
す
る
手
段
を
い
事
後
コ

司
法
部
門
の
自
律
性
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ン
ト
ロ
ー
ル
、
②
手
続
き
と
組
織
に
よ
る
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
③
権
限
移
譲
を
通
じ
た
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
三
類
型
に
分
け
て
整
理
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
③
権
限
移
譲
を
通
じ
た
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
前
節
で
論
じ
た
権
限
の
問
題
に
あ
た
る
た
め
、
い
と
③
の
手
段
を
通
じ

て
政
府
が
司
法
部
門
に
対
し
て
影
響
力
を
行
使
し
う
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
①
事
後
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
と
な
る
ア
ク
タ
ー
が
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
側
の
ア
ク
タ
ー
に
と
っ
て
望

ま
し
く
な
い
行
動
を
と
っ
た
と
き
、
そ
の
行
動
を
観
察
し
、
修
正
を
命
じ
る
と
い
う
統
制
手
段
で
あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
議
会
に
よ
る

行
政
活
動
の
監
視
や
、
行
政
訴
訟
・
行
政
監
視
の
た
め
の
機
関
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
官
僚
制
の
行
動
を

差
し
止
め
、
是
正
を
命
令
で
き
る
の
に
対
し
、
司
法
部
門
の
判
断
を
取
り
消
し
、
判
決
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
の
で
き
る
機
関
は
、
司
法
部

(
5
)
 

門
内
部
の
よ
り
上
位
の
裁
判
所
を
除
け
ば
、
通
常
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
が
事
後
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
司
法
部
門
に
影

で
は
、
②
手
続
き
と
組
織
を
通
じ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
司
法
制
度
の
組
織
的
特
徴
、
特
に

裁
判
官
人
事
制
度
が
司
法
部
門
の
自
律
性
を
左
右
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
広
く
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
裁
判
官
人
事

組
織
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
み
た
司
法
部
門
の
制
度
的
自
律
性
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、
裁
判
官
人
事
に
お

け
る
政
治
任
用
の
有
無
で
あ
る
。
行
政
官
僚
制
や
、
司
法
部
門
と
同
じ
く
議
会
や
行
政
部
か
ら
の
自
律
性
が
要
請
さ
れ
る
中
央
銀
行
に
関
す

る
研
究
で
も
、
政
治
任
用
の
有
無
は
そ
の
自
律
性
を
構
成
す
る
指
標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

(Alesina
&
 S
u
m
m
e
r
s
.
 1
9
9
3
:
 
Grilliほ

か
1
9
9
1
)

。
こ
の
こ
と
は
司
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
議
会
や
行
政
部
と
い
っ
た
他
の
政
府
部
門
に
よ
っ
て
裁
判
官
が
政
治
任
用
さ
れ

る
場
合
に
は
、
任
命
主
体
の
意
向
に
そ
っ
た
判
断
を
下
す
傾
向
に
あ
る
裁
判
官
を
任
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
司
法
部
門
が
議
会
や
執
政

裁
判
官
任
用
制
度
五
政
治
任
用
の
有
無

制
度
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

響
力
を
与
え
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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部
・
行
政
部
の
意
向
に
沿
っ
た
判
決
を
下
す
よ
う
誘
導
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る

(Fiorino
ほ
か
,
2
0
0
7
)

。

が
司
法
部
門
内
部
で
昇
進
を
重
ね
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
を
と
る
場
合
、
議
会
や
行
政
部
が
自
ら
に
有
利
な
裁
判
官
を
選
任
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
司
法
部
門
は
他
の
政
府
部
門
に
対
し
て
よ
り
強
力
な
制
約
と
な
り
う
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
実
証
的
根
拠
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
政
治
任
用
に
よ
る
裁
判
官
と
職
業
裁
判
官
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
裁
判
官
が
混

在
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
憲
法
裁
判
所
を
分
析
し
た
P
a
d
o
v
a
n
o
(
2
0
0
7
)

ら
に
よ
れ
ば
、
審
理
に
参
加
し
た
裁
判
官
の
う
ち
職
業
裁
判
官
出

身
者
が
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
と
き
ほ
ど
、
国
レ
ベ
ル
の
法
令
に
対
す
る
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
政
治
任
用
と
も
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
と
も
異
な
る
人
事
制
度
と
し
て
、

に
、
裁
判
官
が
選
挙
に
よ
っ
て
え
ら
ば
れ
る
と
い
う
制
度
も
存
在
す
る
。
裁
判
官
の
選
挙
に
政
党
が
参
入
し
て
い
る
場
合
、
裁
判
官
は
議
員

な
ど
と
同
じ
く
政
党
が
選
挙
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
ポ
ス
ト
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
に
選
出
さ
れ
る
た
め
に
候
補
者
は
、
政
党
や
、

党
派
性
を
帯
び
た
利
益
団
体
等
の
支
持
を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ
る

(
L
g
d
e
s
&
 Posner, 1
9
7
5
)

。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
は
政
党
を
通
じ

て
党
派
的
影
響
力
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
司
法
部
門
の
自
律
性
は
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
る

裁
判
官
の
任
期
・
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
と
の
関
係

一
方
、
試
験
採
用
さ
れ
た
裁
判
官

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
一
部
の
州
で
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

裁
判
官
の
任
用
制
度
そ
れ
自
体
の
他
に
も
、
司
法
部
門
の
自
律
性
に
影
響
を
及
ぽ
す
と
考
え
ら
れ
る
人
事
制
度
と
し
て
、
裁
判
官
の
任
期

や
、
定
年
等
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
裁
判
官
職
の
キ
ャ
リ
ア
上
の
位
置
づ
け
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
任
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
裁
判
官
の
政
治
任
用
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
特
に
裁
判
官
の
任
期
が
短
い
場
合
、
政
府
は
人
事

(6) 

を
通
じ
た
司
法
部
門
へ
の
影
響
力
行
使
が
容
易
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
任
用
の
機
会
が
多
け
れ
ば
、
前
政
権
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
た
裁
判

官
や
、
任
命
後
に
政
府
に
対
立
的
立
場
を
取
り
始
め
た
裁
判
官
を
、
よ
り
政
府
の
意
向
に
沿
っ
た
判
決
を
下
し
や
す
い
裁
判
官
に
置
き
換
え

(Dubois. 2
0
1
6
)

。
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討
し
て
い
く
。

る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
裁
判
官
の
任
期
が
長
い
場
合
に
は
、
た
と
え
裁
判
官
の
政
治
任
用
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

政
府
に
と
っ
て
の
人
事
介
入
の
機
会
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
最
も
極
端
な
例
は
裁
判
官
の
任
期
が
終
身
の
場
合
で
、

合
衆
国
連
邦
最
高
裁
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

保
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
（
R
目
薔
yer,
1
9
9
4
)

。

化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
司
法
部
門
の
自
律
性
は
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
ま
で
で
、

制
度
選
択
の
要
因

ア
メ
リ
カ

な
お
、
日
本
の
最
高
裁
判
所
の
よ
う
に
、
定
年
の
み
が
規
定
さ
れ
、
任
期
が
規
定
さ
れ
な
い
と
い
う
制
度
設
計
も
あ
り
う
る
。
こ
の
時
は
、

政
府
は
比
較
的
高
齢
の
定
年
が
近
い
裁
判
官
を
任
命
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
任
期
を
短
縮
し
、
人
事
を
通
じ
た
影
響
力
行
使
の
機
会
を
確

任
期
・
定
年
と
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
裁
判
官
職
と
政
治
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
と
の
関
係
も
司
法
部
門
の
自
律
性
を
規
定
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
官
僚
制
の
構
造
と
汚
職
の
関
係
を
分
析
し
た

D
a
h
l
s
t
r
o
m
ら
(
2
0
1
7
)

は
、
官
僚
と
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
が
融
合
し
て
い
る
と
き
、

官
僚
制
は
違
法
な
活
動
も
含
め
た
政
治
家
の
影
響
下
に
お
か
れ
、
汚
職
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
司
法
部
門
も
同
様
に
、
裁
判
官

の
キ
ャ
リ
ア
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
と
融
合
し
て
い
る
、
具
体
的
に
は
、
裁
判
官
出
身
者
が
政
治
家
や
他
の
政
治
任
用
職
に
転
ず
る
こ
と
が
慣
行

い
か
な
る
制
度
下
で
司
法
部
門
が
政
府
の
行
動
を
制
約
し
う
る
程
度
が
強
く
な
る
の
か
を
検
討
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

改
め
て
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
説
明
の
問
い
に
立
ち
返
り
た
い
。
政
府
は
な
ぜ
、
自
ら
の
行
動
を
制
約
し
か
ね
な
い
「
強
い
」
司
法
部
門
を
創

設
・
設
計
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
き
た
主
た
る
理
論
で
あ
る
、
経
済
合
理
的
説
明
と
、
政
治
的

保
険
理
論
と
呼
ば
れ
る
説
明
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
本
論
の
問
い
か
ら
み
た
そ
の
意
義
と
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
検
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る。

口

自
律
的
か
つ
強
力
な
司
法
部
門
が
設
置
さ
れ
る
理
由
と
し
て
最
も
早
く
提
示
さ
れ
た
の
は
、
経
済
合
理
性
に
基
づ
く
説
明
で
あ
る
。
よ
り

具
体
的
に
い
え
ば
、
政
治
的
権
力
の
活
動
を
制
約
す
る
自
律
的
司
法
部
門
は
、
財
産
権
保
障
に
お
け
る
対
外
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
司
法
が
導
入
さ
れ
る
と
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

国
家
が
経
済
発
展
す
る
う
え
で
国
外
か
ら
の
投
資
を
獲
得
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
た
財
産
が
、
投
資
先
の
国
家
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
し
た
い
た
め
、
投
資
家
は
財
産
権
が
適
切
に
保
障
さ
れ
た
国
に
投
資
を

行
お
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
を
誘
致
し
た
い
国
家
は
財
産
権
を
保
障
し
投
資
を
誘
致
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
短
期
的
に
は
私

人
の
、
特
に
外
国
か
ら
投
資
さ
れ
た
財
産
を
接
収
す
る
こ
と
が
国
家
の
利
益
と
な
る
た
め
、
国
家
は
短
期
的
に
は
財
産
権
を
侵
害
す
る
誘
因

を
持
つ
。
そ
の
結
果
、
単
に
財
産
権
を
保
障
す
る
と
宣
言
す
る
だ
け
で
は
、
他
国
の
投
資
家
に
と
っ
て
信
頼
さ
れ
が
た
い
。
そ
こ
で
、
国
家

が
政
治
権
力
か
ら
自
律
的
な
裁
判
所
を
設
置
し
、
裁
判
を
通
じ
て
財
産
権
が
保
障
さ
れ
る
制
度
を
設
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
産
権
の
保

障
が
国
外
に
対
し
て
信
頼
さ
れ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

(credible
c
o
m
m
i
g
e
n
t
)
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
議
論
を
提
示
し
た
の
は
、

N
o
r
t
h
と
W
e
i
n
g
a
s
t
に
よ
る
研
究

(North
&
 Weingast, 1
9
8
9
;
 
Weingast, 1
9
9
3
)

で
あ
る
。
彼
ら
は
、

名
誉
革
命
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
王
権
に
従
属
的
な
星
室
庁
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
、
国
王
と
議
会
に
対
し
て
自
律
的
な
裁
判
所
が
創
設
さ
れ

た
歴
史
的
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
律
的
な
司
法
部
門
が
財
産
権
を
保
障
し
、
経
済
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

F
e
l
d
と
V
o
i
g
t
は
よ
り
現
代
の
司
法
を
対
象
に
、
自
律
的
な
司
法
の
存
在
が
経
済
発
展
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
し
て
い
る

(Feld
&
 

Voigt, 2
0
0
3
)

。
征
叫
ら
は
、
司
法
の
自
律
性
を
形
式
的
自
律
性
と
実
質
的
自
律
性
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
分
解
し
、
後
者
の
実
質
的
自
律
性
が

経
済
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
多
国
間
比
較
か
ら
定
量
的
に
示
し
て
い
る
。

経
済
合
理
性
に
よ
る
説
明
こ
4

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題

一
方
、
投
資
家
に
と
っ
て
は
自
ら
が
投
資
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ア
ス
で
あ
る

(Pierson

2004)゚

の
点
を
説
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

経
済
合
理
性
に
基
づ
く
説
明
の
限
界

F
r
y
e
 (
2
0
0
4
)

は
個
人
の
認
識
レ
ベ
ル
で
、
自
律
的
司
法
部
門
が
信
頼
さ
れ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る。

F
r
y
e
は
自
由
主
義
経
済
へ
の
移
行
後
間
も
な
い
ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
調
査
を
も
と
に
、
政
府
か
ら
市
民
の
財
産
権
を
保
護

す
る
裁
判
所
の
能
力
へ
の
信
頼
が
、
投
資
に
積
極
的
な
態
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
律
的
司
法
部
門
が
財
産
権
保
障
へ
の
信
頼
さ
れ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
、
今
日
で
は
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
司
法
と
政
府
と
の
関
係
が
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
本
論
の
関
心
に
照
ら
し
た
と
き
、

ッ
ト
メ
ン
ト
に
基
づ
く
説
明
は
、
理
論
・
実
証
の
両
面
に
お
い
て
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

コ
ミ

経
済
合
理
性
に
基
づ
く
説
明
が
有
す
る
理
論
上
の
問
題
は
、
自
律
性
の
差
異
や
変
化
を
説
明
し
難
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

F
r
y
e
 (
2
0
0
4
)

が
扱
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
、
体
制
転
換
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
投
資
の
誘
致
に
関
心
を
も
た
な
か

っ
た
国
家
が
投
資
を
誘
致
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
司
法
制
度
の
変
化
に
つ
な
が
る
こ
と
は
想
定
し
う
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
代
の

民
王
主
義
国
家
に
限
れ
ば
、
他
国
か
ら
の
投
資
を
誘
致
し
た
い
と
い
う
誘
因
は
あ
ら
ゆ
る
国
が
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
現
代
の
民
主
主

義
国
家
に
お
い
て
も
司
法
部
門
の
自
律
性
に
差
異
や
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
経
済
合
理
性
に
基
づ
く
説
明
か
ら
は
、
こ

実
証
上
も
、
経
済
合
理
性
に
基
づ
く
説
明
に
は
困
難
が
伴
う
。
自
律
的
司
法
部
門
を
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
解
消
の
手
段
と
と
ら
え
る
研

究
は
、
自
律
的
な
司
法
部
門
を
独
立
変
数
と
し
て
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
傾
向
に
あ
り
、
司
法
部
門
の
自
律
性
自
体
を
従
属
変
数
と
し
た
分

析
は
み
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
自
律
的
司
法
部
門
が
経
済
発
展
に
資
す
る
以
上
は
、
自
律
的
司
法
部
門
が
創
設
さ
れ
る
理
由
は
経
済
発
展

を
目
指
す
た
め
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
推
論
が
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
機
能
主
義
（
苔
1ctionalism)

の
バ
イ
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ま
た
、
次
節
で
検
討
す
る
政
治
的
競
争
性
に
よ
る
説
明
に
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
が
、

短
期
的
変
化
や
、
個
別
の
判
決
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。

／ 

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
に
よ
る
説
明
が
想
定
し
て

い
る
の
は
司
法
部
門
の
創
設
、
あ
る
い
は
司
法
部
門
の
制
度
的
自
律
性
・
権
限
の
強
化
で
あ
り
、
司
法
部
門
と
他
の
政
府
部
門
と
の
関
係
の

経
済
合
理
性
に
基
づ
く
説
明
に
対
し
て
、
政
治
的
な
要
因
か
ら
司
法
部
門
の
制
度
設
計
を
説
明
す
る
議
論
も
あ
る
。
こ
れ
が
、
保
険
理
論

(
7
)
 

(insurance 
theory)
と
呼
ば
れ
る
考
え
で
あ
る
。

保
険
理
論
と
は
、
政
治
的
競
争
性
が
高
い
と
き
に
、
政
権
交
代
を
予
測
し
た
現
政
権
が
下
野
し
た
後
の
自
ら
の
利
益
を
守
る
目
的
で
、
現

政
権
も
含
め
た
政
府
の
行
動
を
制
約
す
る
施
策
を
と
る
こ
と
で
、
新
政
権
の
行
動
を
制
約
す
る
、
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
手
段

と
し
て
は
、
財
政
赤
字
の
意
図
的
な
増
大

(Alesina
&
 Tabellini, 1
9
9
0
)

、
自
律
性
の
高
い
行
政
官
僚
機
構
の
創
設

(Moe,
1
9
8
9
)

、
自
律
性

(8) 

の
高
い
中
央
銀
行
の
設
置

(Boylan,
2
0
0
1
)

、
情
報
公
開
法
制
の
導
入

(Berliner,
2
0
1
4
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
と
同
様
に
、
自
律
性
の
強
い
司
法
部
門
の
存
在
も
ま
た
、
政
権
交
代
後
の
新
政
権
を
制
約
す
る
手
段
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
種
の
議
論
の
嘆
矢
と
さ
れ
る
の
が
、

R
目
1
s
e
y
e
r
の
研
究
で
あ
る

(
R
目
1seyer,
1
9
9
4
)

。
R
a
m
s
e
y
e
r
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

日
本
の
事
例
比
較
か
ら
、

一
定
頻
度
で
政
権
交
代
が
生
じ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
司
法
が
政
府
に
対
し
て
自
律
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自

民
党
の
一
党
優
位
が
続
い
て
い
た
日
本
で
は
、
自
民
党
政
権
は
司
法
へ
の
介
入
を
行
っ
て
お
り
、
司
法
が
政
府
自
民
党
の
意
向
に
追
随
的
に

(
9
)
 

な
る
の
だ
と
し
た
。

政
権
が
自
ら
の
利
益
に
基
づ
き
司
法
制
度
を
設
計
す
る
過
程
を
詳
述
し
た
研
究
と
し
て
、

G
i
n
s
b
u
r
g
の
研
究

(Ginsburg,
2
0
0
3
)

が
挙
げ

ら
れ
る
。

G
i
n
s
b
u
r
g
は
、
民
主
化
直
後
の
新
興
民
主
主
義
国
に
お
い
て
、
な
ぜ
政
府
の
行
動
を
制
約
し
か
ね
な
い
違
憲
審
査
制
度
が
導
入

さ
れ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
答
え
と
し
て

G
i
n
s
b
u
r
g
は
、
憲
法
を
制
定
し
た
勢
力
が
民
主
化
後
の
選
挙
に
よ
っ
て
敗
北
す
る
可

政
治
的
競
争
に
よ
る
説
明
店
沐
険
理
論
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治
的
競
争
性
の
高
さ
が
司
法
の
自
律
性
を
高
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

権
限
が
拡
大
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

(10) 

能
性
が
高
い
と
き
に
、
新
政
権
の
行
動
を
制
約
す
る
目
的
で
、
強
力
な
違
憲
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

G
i
n
s
b
u
r
g
が
司
法
制
度
の
創
設
を
分
析
し
た
の
に
対
し
て
、

F
i
n
k
e
l
(
2
0
0
5
)

は
制
度
変
化
の
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。

F
i
n
k
e
l
が
直
接

一
九
九
四
年
の
メ
キ
シ
コ
で
制
度
的
革
命
党
の

E
r
n
e
s
t
o
Zedillo
大
統
領
主
導
で
行
わ
れ
た
、
最
高
裁
判
所

の
権
限
を
強
化
す
る
司
法
制
度
改
革
で
あ
る
。

F
i
n
k
e
l
は
こ
の
改
革
を
、
制
度
的
革
命
党
の
退
潮
と
政
権
交
代
を
予
期
し
た

E
r
n
e
s
t
o

Zedillo
政
権
が
、
下
野
後
の
自
ら
の
利
益
を
保
護
す
る
目
的
で
行
っ
た
改
革
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
同
様
に
、

Hirschi
(
2
0
0
8
)

も
制
度
変

化
を
説
明
す
る
。

Hirschi
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
の
四
か
国
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
支
配
的
地
位
に
あ
る
政
党
が
政
権
交
代
の
蓋
然
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に
、
政
権
交
代
後
の
政
策
変
化
を
阻
止
す
る
目
的
で
司
法
部
門
の

H
g
s
s
e
n
 (
2
0
0
4
)

は
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
て
議
論
を
精
緻
化
す
る
と
と
も
に
、
政
権
交
代
可
能
性
の
高
さ
が
司
法
制
度
の
変
更
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
定
量
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
で

H
g
s
s
e
n
は
、
二
つ
の
政
党
が
競
合
し
て
い
る
状
況
を
仮
定
し
た
数
理
モ
デ

ル
を
通
し
て
、
政
権
交
代
の
可
能
性
が
高
く
、
政
党
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
懸
隔
が
大
き
い
ほ
ど
、
現
在
の
政
権
党
は
自
律
性
の
高
い
司
法

制
度
を
選
択
す
る
誘
因
を
持
つ
と
の
仮
説
を
導
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
官
任
用
制
度
を
対
象
と
し
、

(11) 

政
権
交
代
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
州
ほ
ど
自
律
的
裁
判
官
任
用
制
度
へ
の
移
行
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
定
量
的
に
実
証
し
た
。

さ
ら
に
近
年
の
研
究
は
、
多
国
間
比
較
に
よ
っ
て
保
険
理
論
を
検
証
し
て
い
る
。

R
g
d
侭
N
o
ら
の
研
究
（
R
目
d
翁
N0
ほ
か
,
2
0
1
6
)

は、

一
九
六
0
年
か
ら
二

0
0
0
年
に
わ
た
る
一
四
五
か
国
を
対
象
と
し
た
時
系
列
多
国
間
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
民
主
主
義
体
制
の
下
で
は
、
政

自
律
性
の
高
い
司
法
が
、
実
際
に
下
野
し
た
旧
政
権
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
研
究
も
存
在
す
る
。

E
p
p
e
r
l
y
(
2
0
1
3
)

は

司
法
部
門
の
実
質
的
自
律
性
が
高
い
ほ
ど
、
旧
政
権
の
リ
ー
ダ
ー
が
下
野
後
に
殺
害
・
収
監
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
国
外
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
確
率
が
低
下
す
る
こ
と
を
、
多
国
間
比
較
に
よ
っ
て
定
量
的
に
示
し
て
い
る
。

の
分
析
対
象
と
し
た
の
は
、
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す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

保
険
理
論
の
意
義
と
限
界

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
に
よ
る
説
明
と
比
べ
た
保
険
理
論
の
理
論
的
意
義
は
、
司
法
の
自
律
性
の
差
異
・
変
化
を
説
明
し
う
る
こ
と
で
あ

る
。
政
治
的
競
争
性
の
程
度
は
国
ご
と
・
時
期
ご
と
に
変
化
し
う
る
た
め
、
政
治
的
競
争
性
の
変
化
の
帰
結
と
し
て
、
司
法
制
度
の
差
異
．

変
化
を
説
明
し
う
る
。
実
証
面
で
も
、
質
的
比
較
事
例
研
究
、
醤
的
研
究
の
双
方
に
お
い
て
、
司
法
制
度
の
差
異
と
変
化
を
説
明
す
る
研
究

た
だ
し
、
保
険
理
論
の
立
場
を
と
る
司
法
政
治
研
究
の
多
く
が
実
際
に
説
明
し
て
い
る
の
は
、
司
法
の
制
度
創
設
・
制
度
変
化
で
あ
り
、

司
法
の
行
動
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
律
的
司
法
部
門
の
創
設
や
、
既
に
存
在
す
る
司
法
部
門
の
制
度

的
自
律
性
・
権
限
の
変
化
は
、
司
法
政
治
学
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
保
険
理
論
の
重
要
な
理
論
的

貢
献
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
論
が
関
心
の
対
象
と
す
る
よ
う
な
民
主
主
義
体
制
を
前
提
と
す
る
限
り
、
司
法
制
度
の
変
化
が
極
め
て
特
殊
な
出
来
事

で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

G
i
n
s
b
u
r
g
が
分
析
対
象
と
し
た
よ
う
な
民
主
化
後
の
司
法
制
度
の
創
設
が
一
回
性
の
出
来
事
で
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
司
法
制
度
は
憲
法
レ
ベ
ル
で
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
政
治
的
競
争
性
の
変
化
に
よ
っ
て
頻
繁
に
変
更

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、
司
法
権
の
独
立
が
規
範
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て

(Ginsburg,
2
0
0
3
;
 
H
e
l
m
k
e
 

伶

Rosenbluth.
2
0
0
9
)

、
西
企
罹
六
人
代
2

の
可
能
性
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
司
法
部
門
の
自
律
性
・
権
限
を
縮
小
す
る
制
度
改
正
を
行
う
こ
と
は
、

(12) 

現
実
的
に
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
制
度
的
自
律
性
を
説
明
し
た
保
険
理
論
に
よ
る
研
究
の
知
見
は
、
あ
く
ま
で
司
法
部
門
の
創
設
や
制
度
変
化
と
い
っ
た
稀

な
事
象
を
説
明
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
同
一
制
度
下
で
の
司
法
部
門
の
態
度
変
化
や
、
個
別
の
判
決
を
説
明
す
る
議
論
に
適
用



191巻2号 66

以
上
の
よ
う
に
、

三

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
司
法
政
治
研
究
は
、
な
ぜ
議
会
や
行
政
部
が
、
自
ら
の
行
動
を
制
約
し
か
ね
な
い
自
律
的
司
法
部
門

を
制
度
設
計
す
る
の
か
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
経
済
合
理
性
に
よ
る
説
明
と
保
険
理
論
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
質

的
・
量
的
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、

き
な
い
と
い
う
弱
点
を
か
か
え
て
い
た
も
の
の
、
保
険
理
論
は
制
度
の
差
異
・
変
化
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
行
っ
て
き
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
既
に
指
摘
し
た
通
り
、

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
に
よ
る
説
明
は
、
制
度
の
差
異
を
必
ず
し
も
十
分
に
説
明
で

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
司
法
政
治
研
究
が
説
明
し
て
い
る
の
は
、
制
度
レ
ベ
ル
で
の
変
化
や
制
度
創

設
と
い
っ
た
、
極
め
て
特
殊
な
事
象
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
事
象
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
司
法
部
門
と
政
府
と
の
関
係
を
理
解
す

る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、

い
っ
た
ん
制
度
設
計
さ
れ
た
司
法
部
門
が
、
政
府
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

態
度
・
行
動
を
取
る
か
は
、
別
途
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
少
な
く
と
も
一
定
程
度
は
自
律
的
な
司
法
部
門
が
既
に
創
設
さ
れ
、

そ
の
制
度
が
安
定
し
て
い
る
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
司
法
と
政
府
と
の
関
係
の
差
異
・
変
化
を
説
明
す
る
に
は
、
あ
る
制
度
配
置
を
所
与

の
も
の
と
し
て
、
そ
の
制
度
下
で
の
司
法
部
門
の
行
動
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
二
節
で
は
、
司
法
部
門
の
個
別
の
行
動
を
分
析
対
象
と
す
る
司
法
行
動
論
と
呼
ば
れ
る
研
究
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
1
)

近
年
、
陪
審
貝
・
参
審
貝
制
度
な
ど
、
裁
判
へ
の
市
民
参
加
制
度
が
国
際
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
背
景
に
、
裁
判
所
の
市
民
・
有
権
者
か
ら
の
自
律
性
も
新
た
な

論
点
と
な
り
つ
つ
あ
る

(Kage,
2
0
1
7
)

が
、
政
府
・
議
会
と
の
水
平
的
部
門
間
関
係
と
い
う
本
章
の
関
心
か
ら
は
外
れ
る
た
め
、
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

(2)

同
様
の
整
理
を
す
る
も
の
と
し
て
建
林
・
曽
我
・
待
鳥
（
二

0
0
八）。

(
3
)

イ
ギ
リ
ス
の
司
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
加
藤
（
二

0
一
五
）
、
木
下
（
二

0
一
七
）
な
ど
を
参
照
。

(
4
)

違
憲
審
査
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
広
く
認
め
る
こ
と
、
大
量
の
訴
訟
が
司
法
部
門
に
持
ち
込
ま
れ
、
司
法
に
よ
る
活
動
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
司
法
の

側
が
有
す
る
人
員
そ
の
他
の
資
源
を
一
定
と
す
れ
ば
、
違
憲
審
査
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
広
い
ほ
ど
、
司
法
部
門
が
議
会
・
行
政
部
に
対
し
て
よ
り
強
い
制
約
と
な
り
う
る
と
い

う
関
係
は
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

小
括
~
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
の
意
義
と
限
界
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ヽ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
二
司
法
行
動
論

(
5
)

な
お
、
自
ら
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
判
決
に
直
面
し
た
政
府
や
議
会
多
数
派
が
、
司
法
部
門
が
判
決
を
下
す
に
あ
た
っ
て
準
拠
す
る
法
令
や
憲
法
自
体
を
改
正
し
て
し

ま
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
個
別
の
判
決
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
事
実
上
判
決
を
覆
す
に
近
い
効
果
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
法
改
正
・
憲
法
改
正
が
事
後
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
近
い
司
法
部
門
に
対
す
る
影
響
力
行
使
の
制
度
的
手
段
と
な
り
う
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
二
．
二
節
で
検

討
す
る
戦
略
的
行
動
論
が
論
じ
て
き
た
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
後
に
見
る
通
り
、
実
証
研
究
は
法
改
正
・
憲
法
改
正
が
、
司
法
部
門
の
行
動
を
制
約
す
る
手
段
と
な
り
う

る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
。

(
6
)

中
央
銀
行
に
関
す
る
議
論
で
も
、
総
裁
職
の
任
期
が
長
い
ほ
ど
中
央
銀
行
の
自
律
性
は
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(Grilli
ほ
か
.
1
9
9
1
)

。

(
7
)

「
保
険
理
論
」
と
い
う
名
称
は
後
に
用
い
ら
れ
始
め
た
も
の
で
、
以
下
で
紹
介
す
る
研
究
が
必
ず
し
も
「
保
険
理
論
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
整
理
の
都
合
上
、
ま
と
め
て
「
保
険
理
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(8)

た
だ
し
、
自
律
性
の
高
い
官
僚
機
構
や
情
報
公
開
制
度
、
さ
ら
に
は
以
下
で
検
討
す
る
司
法
部
門
は
現
政
権
・
次
期
政
権
の
党
派
性
に
関
わ
ら
ず
政
権
交
代
後
の
新
政
権

を
拘
束
す
る
手
段
と
し
て
機
能
し
う
る
の
に
対
し
て
、

B
o
y
l
a
n
が
扱
っ
た
事
例
は
、
再
分
配
を
志
向
す
る
左
派
政
権
が
次
期
政
権
と
し
て
想
定
さ
れ
た
議
論
で
あ
る
こ
と

に
は
注
意
を
要
す
る
。

(9)

後
の
研
究
で

R
目
1seyer
は
、
政
府
に
不
利
な
判
決
を
下
し
た
下
級
裁
判
所
の
判
事
た
ち
が
、
人
事
上
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

(
R
g
1
s
e
y
e
r
&
 

R
a
s
m
u
s
e
n
.
 2010)
。
た
だ
し
、
こ
の
研
究
に
対
し
て
は
方
法
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
生
存
分
析
を
用
い
て
追
試
を
行
っ
た
福
元
と
増
山
に
よ
れ
ば
、

政
府
に
不
利
な
判
決
を
下
し
た
裁
判
官
が
人
事
上
の
制
裁
を
受
け
る
と
い
う
結
果
は
再
現
さ
れ
て
い
な
い

(
F
u
k
u
m
o
t
o
&
 M
a
s
u
y
a
m
a
,
 2
0
1
5
)
。

(10)
政
権
交
代
後
の
新
政
権
の
行
動
を
制
約
す
る
手
段
は
、
違
憲
審
査
制
度
の
導
入
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
特
に
違
憲
審
査
制
が
選
ば
れ
る
理
由
と
し
て
、
（
二
院

制
の
導
入
と
い
っ
た
）
他
の
手
段
に
比
べ
制
度
を
維
持
す
る
コ
ス
ト
が
低
い
こ
と
、
国
際
社
会
の
同
意
・
支
援
が
得
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(11)

具
体
的
に
は
、
非
党
派
的
な
選
挙
と
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
自
律
性
の
高
い
裁
判
官
任
用
制
度
と
さ
れ
て
い
る
。

(12)

た
と
え
ば

H
目
協
e
n
(
2
0
0
4
)

も
、
自
律
的
な
裁
判
官
人
事
制
度
の
導
入
を
従
属
変
数
と
し
た
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
司
法
部
門
の
自
律
性
が
低
下
す
る
と
い
う
現
象

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
自
律
性
の
導
入
・
強
化
の
有
無
・
タ
イ
ミ
ン
グ
の
み
を
説
明
し
、
自
律
性
の
低
下
を
説
明
し
な
い
と
い
う
特
徴
は
、
中
央
銀
行
の
自
律
性
を
分
析

し
た

B
o
y
l
a
n
や
、
情
報
公
開
法
制
を
分
析
し
た

Berliner
に
も
共
通
す
る
。

司
法
部
門
と
議
会
・
行
政
部
と
の
部
門
間
関
係
を
論
じ
る
も
う
―
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
司
法
部
門
に
よ
る
個
別
の
行
動
が
何
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
司
法
部
門
が
、
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
行
政
部
の
活
動
や
議
会
に
よ
る
立
法
を
無
効
と
す
る
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S
e
g
a
l
に
よ
る
態
度
論
の
理
論
化

ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
研
究
に
お
け
る
態
度
論

見
を
総
括
し
、
未
解
明
の
課
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
く
。

判
決
を
下
し
、
政
府
・
議
会
に
対
し
て
実
質
的
な
政
策
変
更
を
迫
れ
ば
、
司
法
部
門
は
政
府
・
議
会
の
行
動
を
監
視
・
抑
制
す
る
と
い
う
自

司
法
政
治
研
究
の
中
で
も
司
法
行
動
論

(judicial
behavior)

と
呼
ば
れ
る
研
究
は
、
司
法
部
門
、
具
体
的
に
は
裁
判
所
や
、
裁
判
所
に

属
す
る
裁
判
官
の
行
動
が
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
か
を
分
析
し
て
き
た

(
H
o
w
爵
d
伶

R
§
d
a
z
z
o
,
2
0
1
7
;
 
Segal, 2
0
1
0
)
。

規
範
的
に
は
、
裁
判
官
に
は
、
自
身
が
信
じ
る
正
し
い
法
解
釈
・
法
適
用
の
み
に
基
づ
き
、
判
断
を
下
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る

と
、
裁
判
官
は
党
派
的
利
害
か
ら
離
れ
た
法
的
思
考
・
法
的
良
心
に
基
づ
い
た
判
断
を
下
す
こ
と
が
、
規
範
的
に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
司
法
行
動
論
の
先
行
研
究
は
、
裁
判
官
の
党
派
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
、
判
決
に
対
す
る
政
府
・
議
会
の
反
応
を
見
越
し
た
戦
略
的

な
行
動
な
ど
の
要
因
が
、
裁
判
所
・
裁
判
官
の
個
別
の
行
動
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

以
下
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
よ
う
に
、
司
法
行
動
論
に
は
二
つ
の
有
力
な
見
解
が
存
在
し
て
い
る
。

ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
司
法
部
門
の
行
動
を
説
明
す
る
議
論
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
他
部
門
の
行
動
を
予
測
し
た
戦
略
的
行
動
に
注
目
す
る
議
論

で
あ
る
。
次
節
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
の
主
張
と
研
究
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
司
法
行
動
論
が
現
在
ま
で
に
蓄
積
し
た
知

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性

口

裁
判
官
の
政
策
選
好
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
裁
判
官
・
司
法
部
門
の
行
動
を
説
明
す
る
理
論
は
、
当
初
、

ら
に
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
を

対
象
と
し
た
司
法
行
動
論
研
究
に
お
い
て
発
達
し
た
。
態
度
論

(attitudinal
m
o
d
e
l
)

と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
個
々
の
裁
判
官
が

―
つ
は
裁
判
官
の
政
策
選
好
・
イ
デ
オ
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持
つ
政
策
選
好
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
こ
そ
が
、
裁
判
官
の
票
決
を
、
ひ
い
て
は
連
邦
最
高
裁
の
行
動
を
規
定
す
る
主
た
る
要
因
で
あ
る
と
論
じ

て
き
た

(
R
o
h
d
e

&
 S
p
a
e
t
h
,
 1
9
7
6
;
 
S
c
h
u
b
e
r
t
.
 1
9
7
4
;
 
S
e
g
a
l
 
&
 C
o
v
e
r
,
 1
9
8
9
;
 
S
e
g
a
l
 
&
 S
p
a
e
t
h
,
 2
0
0
2
)

。

態
度
論
の
発
達
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、

S
e
g
a
l
ら
に
よ
る
一
連
の
研
究
で
あ
る

(Segal
&
 Co
v
e
r
,
 1
9
8
9
;
 
S
e
g
a
l
 &
 Sp
a
e
t
h
,
 2
0
0
2
)

。
こ

(13) 

こ
で
は
、
態
度
論
の
集
大
成
と
評
さ
れ
る
S
e
g
a
l
と
S
p
e
a
t
h
の
著
作
（
紹
箆
谷

S
p
a
e
t
h
,
2
0
0
2
)

に
基
づ
き
、
連
邦
最
高
裁
研
究
に
お
け
る

態
度
論
の
主
張
を
概
観
す
る
。

S
e
g
a
l
ら
は
、
連
邦
最
高
裁
（
判
事
）
は
、
公
式
的
立
場
と
し
て
は
個
別
の
事
件
に
法
適
用
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

実
質
的
に
は
政
策
形
成
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
は
判
決
を
下
す
に
あ
た
っ
て
、
当
該
の
法
的
紛
争
を
解
決
す
る
こ

と
だ
け
を
目
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
判
決
の
効
果
を
通
じ
て
法
制
度
・
政
策
の
現
状
を
自
ら
が
望
む
方
向
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
政
策
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
連
邦
最
高
裁
の
判
決
を
通
じ
た

政
策
形
成
の
在
り
方
は
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
の
が
、

S
e
g
a
l
ら
の
研
究
関
心
で
あ
る
。

S
e
g
a
l
ら
は
、
以
下
で
述
べ
る
五
つ
の
点
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
事
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
連
邦
最
高
裁
の
判
決

を
規
定
す
る
主
た
る
要
因
に
な
る
と
論
じ
た
。
第
一
の
理
由
は
、
連
邦
最
高
裁
が
、
上
訴
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
裁
量

(
d
o
c
k
e
t
control) 

を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
結
論
が
明
ら
か
で
あ
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
判
断
の
余
地
が
な
い
事
件
に
つ
い
て
連
邦
最
高
裁
は

判
断
を
下
す
必
要
が
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
の
余
地
が
あ
る
争
点
に
つ
い
て
の
み
、
連
邦
最
高
裁
は
判
決
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
第

二
の
理
由
は
、
判
事
た
ち
が
選
挙
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
事
た
ち
は
選
挙
を
通
じ
て
解
任

さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
た
め
、
有
権
者
の
意
向
や
世
論
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
判
決
を
下
し
う
る
。
第
三
の
理
由
に
は
、
他
の
政
府
部
門
に

対
し
て
政
治
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
事
は
弾
劾
を
除
い
て
他
の
政
府
部
門
か
ら

制
裁
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
弾
劾
も
過
去
に
行
わ
れ
た
例
が
な
く
、
実
質
的
脅
威
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
分
権
的
な
議
会
制
度
の

下
で
は
、
法
改
正
や
憲
法
改
正
を
通
じ
て
連
邦
最
高
裁
の
判
決
を
覆
す
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
S
e
g
a
l
ら
は
主
張
す
る
。
第
四
の
理
由
は
、
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連
邦
最
高
裁
判
事
の
職
が
、
判
事
た
ち
に
と
っ
て
キ
ャ
リ
ア
の
到
達
点
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
に
と
っ
て
は
、
よ
り
魅

力
的
な
ポ
ス
ト
と
引
き
換
え
に
有
利
な
判
決
を
引
き
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
五
の
理
由
は
、
連
邦
最
高
裁
が
終
審
と
し
て

裁
判
を
行
う
最
上
級
裁
判
所
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
よ
り
上
位
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
判
決
を
覆
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と

S
e
g
a
l
ら
は
、
以
上
の
理
論
的
主
張
に
基
づ
き
、
連
邦
最
高
裁
判
事
個
々
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
当
該
判
事
の
行
動
を
規
定
し
て
い
る
こ

と
を
、
定
量
的
分
析
を
通
じ
て
実
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
判
事
と
は
あ
る
提
案
に
対
し
て
、
自
ら
の
政
策
選
好
に
従
い
投
票
を
行
う
ア

こ
の
よ
う
に
、

S
e
g
a
l
と
S
p
e
a
t
h
は
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
裁
判
官
の
行
動
の
規
定
す
る
最
も
強
力
な
要
因
で
あ
り
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
た
行
動
を
制
約
す
る
要
因
は
な
い
と
す
る
、
極
め
て
強
い
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

S
e
g
a
l
と
S
p
e
a
t
h
に
よ
れ
ば
、
憲
法

の
条
文
を
解
釈
す
る
権
限
が
連
邦
最
高
裁
に
あ
る
以
上
、
憲
法
改
正
さ
え
、
連
邦
最
高
裁
判
事
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
た
判
断
を
阻
害

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
態
度
論
の
立
場
に
立
つ
後
続
の
研
究
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
外
の
要
因
も
ま
た
司
法

判
断
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と
を
認
め
る
、
あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
判
決
に
影
響
す
る
条
件
を
探
求
す
る
傾
向
に
あ
る
。

C
h
a
m
p
l
i
n
 (
2
0
1
7
)

の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
み
が
判
決
の
規
定
因
で
あ
る
と
す
る
純
粋
な
態
度
論
は
今
日
に
お
い
て

は
議
論
の
出
発
点
で
あ
り
、
実
際
上
は
他
の
要
因
の
介
在
を
認
め
た
、
修
正
さ
れ
た
態
度
論
が
通
説
的
見
解
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

中
で
も
、

S
e
g
a
l
ら
が
、
態
度
論
が
成
立
す
る
第
三
の
条
件
と
し
て
挙
げ
た
政
治
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
欠
如
を
見
直
し
、
連
邦
最

高
裁
の
判
決
は
議
会
の
立
法
・
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
う
る
と
主
張
し
、
そ
の
結
果
、
判
事
み
ず
か
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
外
の
外
在

態
度
論
の
修
正
口
他
の
要
因
の
影
響
、
条
件
付
き
態
度
論

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
、
実
証
上
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
く
、
連
邦
最
高
裁
は
自
ら
の
志
向
す
る
判
決
を
下
し
う
る
と
さ
れ
る
。

S
e
g
a
l
と
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る。 的
な
要
因
が
判
事
の
行
動
を
規
定
す
る
と
考
え
る
議
論
は
戦
略
的
行
動
論

(strategic
m
o
d
e
l
)

と
呼
ば
れ
、
態
度
論
と
並
ぶ
有
力
な
理
論
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
戦
略
的
行
動
論
に
つ
い
て
は
第
二
．
二
節
以
降
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
部
門
間
関
係

以
外
の
、
連
邦
最
高
裁
判
事
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
た
行
動
を
条
件
づ
け
る
要
因
と
は
何
か
を
指
摘
し
た
研
究
を
概
観
す
る
。

そ
の
代
表
例
が
、
法
原
理
・
法
規
範
の
影
響
力
を
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

G
e
o
r
g
e
と
E
p
s
t
e
i
n
(
1
9
9
2
)

は
、
判
事
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
傾
向
を
含
む
政
治
学
的
変
数
と
法
学
的
変
数
を
同
時
に
投
入
し
た
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
双
方
の
変
数
が
判
事
の
行
動
に
影
響
を
及
ぽ

し
て
い
る
こ
と
を
、
定
量
的
分
析
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
現
の
自
由
（
合
衆
国
憲
法
第
一
修
正
）
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
の
判
断

を
分
析
し
た
R
i
c
h
a
r
d
s
と
K
r
i
t
z
e
r
(
2
0
0
2
)

は
、
あ
る
事
件
類
型
に
関
す
る
先
例
の
蓄
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
的
レ
ジ
ー
ム

(juris,

(14) 

prudential 
r
e
g
i
m
e
s
)

が
、
判
事
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
同
時
に
、
判
事
の
行
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
、
定
量
的
分
析
に
基
づ
い
て

主
張
し
て
い
る
。
同
じ
く
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
憲
法
判
断
を
分
析
し
た
B
a
r
t
e
l
s
(
2
0
0
9
)

は
、
判
事
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
法
規
範
に
条

件
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
議
論
を
提
示
し
て
い
る
。

B
岡
tels
は
、
よ
り
厳
格
な
違
憲
審
査
基
準

(level
of 
scrutiny)

が
採
用
さ
れ
た
事
件
で

は
そ
も
そ
も
合
憲
の
判
断
を
下
す
余
地
が
少
な
い
た
め
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
判
決
に
影
響
す
る
の
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
違
憲
審

査
基
準
が
採
用
さ
れ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
定
量
的
分
析
に
よ
っ
て
こ
の
指
摘
を
裏
付
け
て
い
る
。

事
件
の
セ
イ
リ
ア
ン
ス
（
S
巴
i
e
n
c
e
•
重
要
性
）
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
U
n
a
hと

H
目

c
o
c
k(
2
0
0
6
)

は
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
判

決
の
中
で
も
一
部
の
判
決
は
、
重
要
な
政
策
争
点
を
内
包
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
強
い
関
心
を
集
め
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
他
の
判
決
に
比
べ
て

セ
イ
リ
ア
ン
ス
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
当
該
事
件
の
セ
イ
リ
ア
ン
ス

が
高
い
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
定
量
的
に
実
証
し
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
判
事
に
よ
る
投
票
の
一
貫
性
（
常
に
リ
ベ
ラ
ル
・
保
守
的
な
票
決

を
行
う
程
度
）
を
分
析
し
た
Collins
(
2
0
0
8
)

も
、
セ
イ
リ
ア
ン
ス
が
高
い
事
件
ほ
ど
、
判
事
た
ち
に
よ
る
投
票
は
安
定
的
と
な
る
と
い
う

分
析
結
果
を
示
し
て
い
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
投
票
の
条
件
を
体
系
的
に
分
析
し
た
B
貸
tels
(
2
0
1
1
)

も
、
同
様
の
結
果
を
報
告
し
て
い
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ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
に
お
け
る
違
憲
審
査
を
分
析
し
た

H
g
n
i
g
e
(
2
0
0
9
)

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
中
央
に

属
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
票
決
を
左
右
す
る
位
置
に
あ
る
裁
判
官
の
党
派
性
が
両
国
の
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
こ
と
を
、

定
量
的
に
示
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
憲
法
裁
判
所
を
分
析
し
た
H
苔
retty
(
2
0
1
2
)

も
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

H
苔
r
e
t
t
y
は
ス
ペ
イ
ン
憲
法
裁
判
所
判
事
た
ち
の
票
決
記
録
か
ら
、
判
事
た
ち
の
理
想
点
を
一
次
元
上
に
推
定
す
る
と
共
に
、
理
想
点
が

両
極
に
位
置
す
る
判
事
た
ち
ほ
ど
、
少
数
意
見
に
与
し
や
す
い
こ
と
を
定
量
的
に
実
証
し
た
。
イ
タ
リ
ア
憲
法
裁
判
所
を
分
析
し
た

Pellegrina
と

G
a
r
o
u
p
(
2
0
1
3
)

は
、
主
に
国
と
州
が
争
う
抽
象
的
違
憲
審
査
で
あ
る
主
要
問
題
型
合
憲
性
審
査
に
お
い
て
、
国
と
、
国
と

党
派
性
の
異
な
る
州
が
対
立
し
た
事
件
を
対
象
に
定
量
的
分
析
を
行
い
、
裁
判
官
の
党
派
性
が
判
決
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

と
が
広
く
観
察
さ
れ
て
き
た
。

事
件
の
性
質
に
関
す
る
要
因
と
し
て
は
、
事
件
の
複
雑
性
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

E
p
s
t
e
i
n
と
S
e
g
a
l
(
2
0
0
6
)

は
、
合
衆
国
憲
法
第
一
修

正
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由
の
み
が
争
点
と
な
っ
た
「
純
粋
な

(pure)
」
事
件
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
判
事
ほ
ど
表
現
の
自
由
の
侵
害
を
認

め
や
す
い
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
投
票
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
等
、
他
の
権
利
と
の
「
価
値
の
衝
突

(conflict

of 
values)
」
が
生
じ
た
事
件
で
は
、
判
事
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
投
票
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
定
量
的
分
析
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
。

B
臼
tels
(
2
0
1
1
)

も
態
度
論
が
想
定
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
投
票
は
事
件
が
単
純
な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る
が
、

Collins
(
2
0
0
8
)

は、

事
件
の
複
雑
性
が
判
事
に
よ
る
投
票
の
一
貫
性
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
す
る
分
析
結
果
を
示
し
て
お
り
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。

; 
比
較
政
治
上
の
受
容

司
法
部
門
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
属
す
る
裁
判
官
の
行
動
が
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
選
好
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
す
る
考
え
は
、

ア

メ
リ
カ
政
治
に
と
ど
ま
ら
ず
比
較
政
治
学
上
も
広
く
受
容
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
欧
州
を
は
じ
め
と
す
る
民
主
主
義
諸
国
の
最
高
裁
判
所
・

憲
法
裁
判
所
を
対
象
と
し
て
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
裁
判
官
個
人
の
票
決
、
あ
る
い
は
司
法
部
門
の
下
す
判
決
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
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傾
向
が
強
い
こ
と
が
定
量
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
憲
法
裁
判
所
の
判
事
は
一
五
名
中
五
名
が
議
会
の
両
院
合
同
会
議
に
よ
っ
て
、
五
名
が
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

政
治
任
用
さ
れ
た
判
事
に
は
党
派
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
政
治
任
用
さ
れ
た
判
事
が
、
審
理
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
る
報
告
担
当

判
事
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
党
派
性
が
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
、

Pellegrina
と
G
a
r
o
u
p
a
は
定
量
的
分
析
に
よ
っ

て
実
証
し
て
い
る
。
同
様
の
分
析
を
行
っ
た
後
の
研
究
か
ら
は
、
裁
判
官
の
党
派
性
の
影
響
は
、
イ
タ
リ
ア
政
治
が
よ
り
多
数
決
主
義
的
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
第
二
共
和
制
期
に
お
い
て
、
よ
り
拡
大
し
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る

(Garoupa
&
 Grembi, 2
0
1
5
)

。

ま
た
、
こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
研
究
と
同
様
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
外
の
要
因
が
裁
判
官
の
行
動
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
を
認
め

た
上
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
裁
判
官
の
行
動
を
規
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
研
究
も
存
在
す
る
。
そ
の
嘆
矢
と
い
え
る

A
m
a
r
a
l
-

G
臼
cia
ら
の
研
究

(Amaral-Garcia
ほ
か
.
2
0
0
9
)

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
分
析
し

て
い
る
。
彼
ら
は
、
裁
判
官
を
任
命
し
た
政
権
に
基
づ
い
て
裁
判
官
の
党
派
性
を
特
定
し
た
う
え
で
、
以
下
の
論
点
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

た
。
第
一
に
、
政
府
と
党
派
性
の
一
致
し
て
い
る
裁
判
官
が
合
憲
の
判
断
を
下
し
や
す
い
こ
と
を
確
認
し
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
判

決
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
彼
ら
は
、
い
つ
裁
判
官
が
党
派
的
な
判
断
を
下
し
や
す
い
の
か
も
分
析
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
右
派
の
裁
判
官
は
党
派
的
判
断
を
下
し
や
す
い
こ
と
や
、
違
憲
審
査
と
な
っ
た
法
令
の
政
策
分
野
に
よ
っ
て
党
派
的
判
断

が
下
さ
れ
る
割
合
が
異
な
る
こ
と
が
、
定
量
的
分
析
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
裁
判
所
を
対
象
と
し
た
K
a
n
t
o
r
o
w
i
c
z

と
G
a
r
o
u
p
a
(
2
0
1
6
)

も
、
裁
判
官
の
党
派
性
に
よ
る
影
響
を
支
持
す
る
結
果
を
得
て
い
る
。
同
研
究
は
、
違
憲
審
査
を
提
起
し
た
ア
ク

タ
ー
と
裁
判
官
の
党
派
性
が
一
致
す
る
と
き
、
違
憲
判
決
を
下
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
定
量
的
分
析
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
専
ら
裁
判
官
が
党
派
的
に
行
動
す
る
条
件
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、

G
臼
o
u
p
a
ら
の
研
究
（
G
臼
o
u
p
a
ほ
か
2
0
1
3
)

が
挙
げ
ら

れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
憲
法
裁
判
所
を
対
象
と
し
た
こ
の
研
究
で
は
、
政
治
的
重
要
性
が
高
い
争
点
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
党
派
的
に
投
票
す
る
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異
な
る
判
決
を
下
す
可
能
性
が
あ
り
う
る
。

／ 

以
上
の
よ
う
に
、
裁
判
官
が
政
党
間
対
立
と
呼
応
す
る
形
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
ち
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
裁
判
官
の
行
動
を
規
定
す

る
と
す
る
議
論
は
広
く
実
証
さ
れ
て
お
り
、
司
法
行
動
論
に
お
け
る
定
説
的
理
解
と
い
え
る
。

改
め
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
に
基
づ
く
説
明
に
共
通
す
る
主
張
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
点
に
集
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
裁

判
官
・
司
法
部
門
は
、
判
決
を
通
じ
て
実
質
的
な
政
策
形
成
を
行
っ
て
お
り
、
自
ら
が
理
想
と
す
る
政
策
の
実
現
を
目
指
す
政
策
ア
ク
タ
ー

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
裁
判
官
が
理
想
と
す
る
政
策
を
規
定
す
る
の
は
裁
判
官
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
で
あ
り
、
そ
れ

(15) 

ゆ
え
、
裁
判
官
個
人
・
司
法
部
門
の
行
動
は
、
裁
判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
以
上
の
二
点
は
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
・
党
派
性
に
基
づ
く
司
法
行
動
論
に
共
通
す
る
主
張
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
次
節
以
降
に
検
討
す
る
戦
略
的
行
動
論
と
の
関
係
で
重
要
な
の
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
に
基
づ
く
議
論
は
、
司
法
部
門

の
決
定
は
何
者
に
も
覆
さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
を
お
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
司
法
部
門
が
自
ら
の
望
む
政
策
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
政
策
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
ら
の
判
決
が
何
者
か
に
覆
さ
れ
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
が
本
来
理
想
と
す
る
政
策
選
好
に
基

づ
い
た
行
動
を
取
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
ア
ク
タ
ー
に
覆
さ
れ
な
い
程
度
に
判
決
内
容
を
妥
協
し
、
司
法
部
門
本
来
の
政
策
選
好
と
は

二
．
一
．
一
節
で
み
た
通
り
、

ア
メ
リ
カ
司
法
政
治
研
究
に
お
け
る
初
期
の
態
度
論
は
、

ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
判
決
を
、
議
会
を

は
じ
め
と
す
る
他
の
ア
ク
タ
ー
が
覆
す
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る

(
S
e
g
a
l

&
 Sp
a
e
t
h
,
 2
0
0
2
)

。
ま
た
、
裁

判
官
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
外
の
要
因
の
影
響
を
認
め
る
修
正
さ
れ
た
態
度
論
も
、
後
述
す
る
戦
略
的
行
動
論
に
属
す
る
研
究
を
除
け
ば
、
連

邦
最
高
裁
が
他
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
行
動
を
拘
束
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

小

括

ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
以
外

を
対
象
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
に
基
づ
く
司
法
行
動
論
研
究
に
も
共
通
し
て
お
り
、
他
の
ア
ク
タ
ー
が
司
法
部
門
の
判
断
を
覆
す
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こ
れ
に
対
し
て
、
司
法
部
門
の
判
断
と
い
え
ど
も
、
法
改
正
や
憲
法
改
正
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
実
質
的
に
他
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
覆

時
と
し
て
自
ら
の
本
来
の
政
策
選
好
に
反
し
た
行
動
を
取
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
が
、
次
節
以
降
で
検
討
す
る
、
戦
略
的
行
動
論
と
呼
ば
れ

る
議
論
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
司
法
部
門
は
自
ら
の
判
決
が
覆
さ
れ
る
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、

(13)

見
平
（
さ
1
2
.

p. 
24)
の
記
述
に
よ
る
。

(14)

分
析
に
際
し
て
法
的
レ
ジ
ー
ム
の
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
表
現
内
容
規
制
と
表
現
内
容
中
立
規
制
の
区
別
で
あ
る
。

(15)

な
お
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
に
基
づ
く
説
明
が
直
接
分
析
し
て
い
る
司
法
部
門
・
裁
判
官
の
行
動
は
、
裁
判
所
に
よ
る
判
決
、
個
別
の
裁
判
官
に
よ
る
票
決
が
公
開

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
裁
判
官
に
よ
る
最
終
的
な
票
決
が
主
で
あ
る
。
議
員
行
動
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
法
案
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
を
分
析
す
る
よ
う
に
、
裁
判
官
の
最

終
的
票
決
、
そ
れ
が
観
察
で
き
な
い
場
合
に
は
裁
判
所
に
よ
る
判
断
を
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
な
票
決
・
判
決
以
前
に
も
、
ど
の
よ
う
な
判
決
を
提

案
す
る
か
に
よ
っ
て
多
数
派
形
成
を
行
う
な
ど
の
手
段
を
通
じ
て
、
自
ら
の
理
想
点
に
近
い
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
誘
導
し
、
自
ら
の
望
む
政
策
形
成
を
行
っ
て
い
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
議
員
行
動
の
比
喩
を
用
い
れ
ば
、
法
案
に
対
す
る
票
決
以
前
の
法
案
提
出
の
意
思
決
定
も
ま
た
分
析
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ
を
分
析
し
た
の
が
戦
略
的

行
動
論
の
中
で
も
内
的
戦
略
的
行
動
論
と
呼
ば
れ
る
議
論
で
あ
る
が

(Epstein
&
 Knight, 2
0
1
7
)
、
内
的
戦
略
的
行
動
論
は
最
終
的
に
司
法
部
門
が
ど
の
よ
う
な
判
決
を

下
す
か
に
つ
い
て
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
党
派
性
に
基
づ
く
説
明
と
同
じ
結
論
を
導
く
た
め
（
⑭
gal
&
 Spaeth, 2
0
0
2
)
、
こ
こ
で
は
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

さ
れ
う
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

可
能
性
は
明
確
に
否
定
さ
れ
る
か
、
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。


	20221109144326-0001_2R
	20221109144326-0001_1L
	20221109144326-0002_2R
	20221109144326-0002_1L
	20221109144326-0003_2R
	20221109144326-0003_1L
	20221109144326-0004_2R
	20221109144326-0004_1L
	20221109144326-0005_2R
	20221109144326-0005_1L
	20221109144326-0006_2R
	20221109144326-0006_1L
	20221109144326-0007_2R
	20221109144326-0007_1L
	20221109144326-0008_2R
	20221109144326-0008_1L
	20221109144326-0009_2R
	20221109144326-0009_1L
	20221109144326-0010_2R
	20221109144326-0010_1L
	20221109144326-0011_2R
	20221109144326-0011_1L
	20221109144326-0012_2R
	20221109144326-0012_1L
	20221109144326-0013_2R
	20221109144326-0013_1L

